
※環境保護のため、古紙配合率100％再生紙、大豆インク
　を使用しています。

野々市町　　（毎月１回発行）
〒921-8510 石川県石川郡野々市町字三納18街区１番
TEL（076）227－6000 （代表）

広報情報課　　　 TEL（076）227－6056 （直通）
ホームページアドレス　http://www.town.nonoichi.lg.jp/
Ｅメールアドレス　　　 info@town.nonoichi.lg.jp

発 行 編 集

ののいちふれあい通信
8:00～　8:30
18:00～18:30

ケーブルテレビ9ch マイタウンののいち
月～金／ 6:30～　7:00

11:20～12:00
16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

ラジオ広報テレビ広報

広 報

NONOICHI

2010
平成22年5
No.662

あ
り
が
と
う

  

堀
内
保
育
園

　 

ぼ
く
た
ち
の
夢
、

　
　 

高
く
高
く
舞
い
上
が
れ
!

■ スーパーサイエンスキッズ誕生… ２
■ 議会だより ……………………… 3
■ トピックス　消費生活相談員 ……10

主な内容

堀内保育園の閉園セレモニー
（３月２８日、堀内３丁目）



�

「飛行機飛ぶ！」

中
なか

井
い

　智
さとし

くん（館野小５年生）

小中学生デジタル絵本・絵画コンテストで町内小学生２人が全国最高賞を受賞

スーパーサイエンスキッズ
　パソコンを駆使した芸術家や科学者を発掘するＮＰＯ法人が開いたコンテストで、中井智くんと荻野隼輔く
んが最高賞に選ばれました。２人は、全国から約 70人が応募した１次選考を突破し、３月７日㈰に京都府で行
われた最終選考会に参加。当日発表された「自分のつくった飛行機をパソコンでＰＲすること」という課題に、
制限時間２時間で作品を完成させ、審査員の前で発表しました。情報交流館カメリアでの講座（後期カメリアキッ
ズ）や強化練習の成果を発揮し、県内初の快挙を成し遂げました。

「稲妻号のひ・み・つ」

荻
おぎ

野
の

 隼
しゅん

輔
すけ

くん（野々市小５年生）

　
中
井
く
ん
の
作
品
は
、
３
機
の
飛

行
機
が
青
空
の
中
を
飛
ん
で
い
く
と

い
う
も
の
。
飛
行
機
は
、
画
用
紙
に

紙
粘
土
で
輪
郭
な
ど
を
描
き
、
そ
の

上
か
ら
絵
の
具
や
モ
ー
ル
で
飾
り
を

付
け
た
り
し
た
、「
三
機
三
様
」
の

機
体
が
特
徴
だ
。
一
見
す
る
と
飛
行

機
に
は
見
え
な
い
が
、
画
用
紙
い
っ

ぱ
い
に
描
か
れ
た
青
空
に
浮
か
べ
る

と
、
た
ち
ま
ち
あ
の
轟
音
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　「
一
番
最
初
に
思
い
つ
い
た
の
は
、

こ
こ
」
と
、
中
井
く
ん
が
指
し
た
と

こ
ろ
を
見
る
と
、
飛
行
機
の
ラ
イ
ト

部
分
が
赤
く
点
滅
し
て
い
る
。「
こ

の
機
能
を
初
め
て
見
た
と
き
に
、
飛

行
機
み
た
い
や
な
～
と
思
っ
て
ん
。

そ
れ
に
偶
然
、
最
終
選
考
の
前
日
に

担
任
の
先
生
が
飛
行
機
の
話
を
し
て

く
れ
た
ん
や
。
そ
れ
で
す
ぐ
作
り
た

い
飛
行

機
の
イ

メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
だ
」。
豊
か
な
発

想
力
と
運
に
も
恵
ま
れ
た
。

　「
指
導
し
て
く
れ
た
工
大
生
の
お

兄
さ
ん
た
ち
や
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を

し
て
く
れ
る
担
任
の
先
生
な
ど
、
周

り
の
人
た
ち
に
恵
ま
れ
た
ん
で
す
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
選
ば
れ

た
の
は
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
！
」
と
母
・

直
美
さ
ん
は
息
子
の
受
賞
を
喜
ん
で

い
る
。
最
終
選
考
で
は
、
見
知
ら
ぬ

大
人
た
ち
を
前
に
自
分
の
作
品
を
説

明
し
た
。
思
う
よ
う
に
言
葉
が
出
て

こ
な
い
。「
人
生
で
一
番
緊
張
し
た

し
、
怖
か
っ
た
」。
そ
れ
で
も
、
作

品
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
大
き
な
自

信
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
将
来
は
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
と
目
を
輝
か

せ
る
。

　「
悩
む
時
間
が
も
っ
た
い
な
か
っ

た
か
ら
、
ま
ず
描
い
て
み
よ
う
と

思
っ
た
」。
課
題
が
告
げ
ら
れ
る
と
、

少
し
考
え
た
の
ち
、
ま
ず
名
前
を
決

め
た
。
稲
妻
号
。
描
い
た
の
は
、
両

翼
に
稲
妻
の
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
た

鋼
色
の
飛
行
機
。
そ
の
稲
妻
号
が
搭

載
す
る
３
つ
の
機
能
を
デ
ジ
タ
ル
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
紹
介
し
た
も
の
が

今
回
の
受
賞
作
だ
。

　「
完
成
し
た
と
き
は
最
高
の
出
来

で
、
１
０
０
点
満
点
だ
と
思
っ
た
」

と
荻
野
く
ん
が
誇
ら
し
げ
に
言
っ

た
。
実
は
、
最
終
選
考
に
は
双
子
の

兄
・
恭
輔
く
ん
も
参
加
し
て
い
た
。

い
つ
も
一
緒
に
パ
ソ
コ
ン
で
遊
ぶ
仲

良
し
兄
弟
。
だ
か
ら
こ
そ
負
け
た
く

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
最

高
の
ラ
イ
バ
ル
の
存
在
が
最
高
の
結

果
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
一
次
選
考
の
作
品
づ
く
り
に
夢
中

に
な
り
、
欠
か
さ
ず
通
っ
て
い
た
空

手
教
室
を
初
め
て
休
ん
だ
。「
こ
ん

な
に
集
中
力
が
あ
る
な
ん
て
初
め
て

知
り
ま
し
た
」
と
母
・
文
子
さ
ん
は

語
る
。
最
終
選
考
で
も
そ
の
集
中

力
は
発
揮
さ
れ
た
。「
周
り
も
時
間

も
気
に
な
ら
な
か
っ
た
」。
確
固
と

し
た
荻
野
く
ん
の
世
界
が
、
そ
こ
に

は
あ
っ
た
。「
人
の
真
似
は
器
用
に

す
る
子
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
受
賞
後

か
ら
少
し
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
」。
文
子
さ
ん
が
そ
っ
と
教
え
て

く
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、
授
業
で
は
積

極
的
に
手
を
挙
げ
る
ほ
う
で
は
な

か
っ
た
が
、
新
学
年
に
な
っ
て
ク
ラ

ス
の
代
表
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
将
来

の
夢
は
、
パ
テ
ィ
シ
エ
か
パ
ソ
コ
ン

関
係
の
仕
事
。
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可
決
さ
れ
た
議
案

平
成
�1
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予
算

３
，
３
３
３
万
３
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
１
４
５
億
６
，
９
１
１
万
７
千
円

と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

地
域
活
性
化
・
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
の
保
育
園
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
小
中
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
な
ど
の
改
修
事
業
に
よ
る
。

平
成
�1
年
度
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

２
，
３
６
９
万
４
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
39
億
６
，
５
５
３
万
２
千
円
と
す

る
。

■
主
な
内
訳　

共
同
事
業
拠
出
金
な
ど
の

減
額
。

平
成
�1
年
度
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

１
，
６
５
８
万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
16
億
７
，
２
８
８
万
２
千
円
と
す

る
。

■
主
な
内
訳　

実
績
見
込
み
に
伴
う
保
険

給
付
費
な
ど
の
増
額
。

平
成
��
年
度
町
一
般
会
計
予
算

予
算
総
額　

１
６
５
億
４
千
万
円

平
成
��
年
度
町
土
地
取
得
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　

３
億
６
，
３
０
０
万
円

平
成
��
年
度
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

予
算
総
額　

39
億
２
，
１
０
０
万
円

平
成
��
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算

予
算
総
額　

３
億
４
，
３
０
０
万
円

平
成
��
年
度
町
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

平
成
22
年
第
１
回
町
議
会　

３
月
定
例
会

議
案
37
件
、
議
会
議
案
２
件
が
原
案
ど
お
り

可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

予
算
総
額　

10
万
円

平
成
��
年
度
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
総
額　

17
億
７
千
万
円

平
成
��
年
度
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算予
算
総
額　

17
億
９
，
６
０
０
万
円

平
成
��
年
度
町
水
道
事
業
会
計
予
算

収
益
的
収
支　

７
億
２
，
４
０
０
万
円

資
本
的
収
入　

９
，
６
０
０
万
円

資
本
的
支
出　

５
億
６
，
３
０
０
万
円

町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
際
交
流
基
金
を
廃
止
す
る
。

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
す
る
に
伴
い
、
扶
養
者

が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
な
っ
た

者
に
係
る
保
険
税
の
軽
減
措
置
を
、
当
分

の
間
継
続
す
る
。

町
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

町
立
堀
内
保
育
園
を
平
成
22
年
３
月
31
日

で
廃
止
し
、
４
月
１
日
か
ら
法
人
に
よ
り

開
設
す
る
。

町
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

条
例
中
の
「
保
育
の
実
施
」
を
、
家
庭
的

保
育
事
業
に
よ
る
保
育
を
行
う
こ
と
を
含

ま
な
い
趣
旨
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る

よ
う
、「
保
育
所
に
お
け
る
保
育
を
行
う

こ
と
」
に
改
正
す
る
。

町
敬
老
福
祉
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

80
歳
お
よ
び
90
歳
の
支
給
を
廃
止
す
る
。

町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

個
人
情
報
の
開
示
請
求
を
、
本
人
お
よ
び
法

定
代
理
人
に
限
定
す
る
た
め
に
改
正
す
る
。

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
レ
セ
プ
ト
、
介

護
保
険
に
お
け
る
介
護
認
定
文
書
等
を
開

示
請
求
で
き
る
者
の
範
囲
や
、
開
示
す
る

情
報
の
種
類
等
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条

例
を
改
正
す
る
。

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

●
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
椿
荘
の
指
定
管

理
者
を
、
社
会
福
祉
法
人
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
指
定
す
る
。

●
町
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー
矢
作
の
指
定
管

理
者
を
、
社
会
福
祉
法
人
町
社
会
福
祉
協



�

議
会
に
指
定
す
る
。

●
町
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー
御
経
塚
の
指
定

管
理
者
を
、
社
会
福
祉
法
人
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
指
定
す
る
。

●
町
交
遊
舎
の
指
定
管
理
者
を
、
財
団
法

人
町
公
共
施
設
管
理
事
業
団
に
指
定
す
る
。

●
野
々
市
北
口
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者

を
、
財
団
法
人
町
公
共
施
設
管
理
事
業
団

に
指
定
す
る
。

●
町
自
転
車
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
を
財

団
法
人
町
公
共
施
設
管
理
事
業
団
に
指
定

す
る
。

●
町
郷
土
資
料
館
の
指
定
管
理
者
を
、
財

団
法
人
町
公
共
施
設
管
理
事
業
団
に
指
定

す
る
。

●
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
指
定
管
理
者
を
、

財
団
法
人
町
公
共
施
設
管
理
事
業
団
に
指

定
す
る
。

●
町
民
体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
、
健
康
広
場
、
武
道
館
、

簡
易
運
動
広
場
、
町
民
野
球
場
、
中
央
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、中
央
公
園
運
動
広
場
、

相
撲
場
、
押
野
中
央
公
園
運
動
広
場
の
指

定
管
理
者
を
、
財
団
法
人
町
公
共
施
設
管

理
事
業
団
に
指
定
す
る
。

請
負
契
約
の
締
結

●
町
立
御
園
小
学
校
屋
内
運
動
場
地
震

補
強
等
工
事
を
、
７
，
４
１
８
万
８
，

８
０
０
円
で
松
井
建
設
株
式
会
社
北
陸
支

店
と
契
約
す
る
。

●
町
立
野
々
市
中
学
校
屋
内
運
動
場
地

震
補
強
等
工
事
を
、
５
，
９
０
０
万
３
，

７
０
０
円
で
松
井
建
設
株
式
会
社
北
陸
支

店
と
契
約
す
る
。

「
特
定
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の

議
決
の
一
部
変
更

当
初
の
設
計
以
降
に
生
じ
た
工
事
増
お

よ
び
、
工
事
完
成
時
に
支
払
い
を
予
定

し
て
い
た
一
時
払
い
の
う
ち
、
３
億
６
，

７
５
０
万
円
を
割
賦
払
い
に
す
る
こ
と
か

ら
生
じ
る
利
息
の
増
額
に
よ
り
、
契
約
金

額
を
増
額
し
、
32
億
９
，
９
２
８
万
４
，

２
２
６
円
と
す
る
。

「
工
事
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
の

議
決
の
一
部
変
更

工
事
委
託
契
約
の
相
手
方
で
あ
る
、
西
日

本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
入
札
行
為
に

よ
り
、
契
約
金
額
を
減
額
し
、
１
億
２
，

８
０
０
万
円
と
す
る
。

町
道
路
線
の
廃
止

道
路
線
認
定
に
伴
う
見
直
し
に
よ
り
、
５

路
線
に
つ
い
て
道
路
法
の
定
め
に
よ
り
廃

止
す
る
。

町
道
路
線
の
認
定

道
路
法
の
定
め
に
よ
り
、
町
道
と
農
道
を

一
元
化
し
、
道
路
の
効
率
的
な
管
理
を
図

る
た
め
12
路
線
を
認
定
し
、
本
町
４
丁
目

地
内
に
お
い
て
は
開
発
に
伴
い
、
１
路
線

を
認
定
す
る
。

行
政
区
域
を
越
え
る
道
路
認
定
に
係
る
承
諾

御
経
塚
４
丁
目
地
内
と
金
沢
市
新
保
本
２

丁
目
で
の
開
発
行
為
に
伴
い
、
行
政
界
の

十
人
川
に
か
か
る
橋
梁
を
、
道
路
法
の
定

め
に
よ
り
金
沢
市
道
と
し
て
承
諾
す
る
。

財
産
の
取
得

小
型
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
１
台
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
っ
テ
ィ
）
に
つ
い
て
、
石
川
日

野
自
動
車
株
式
会
社
と
１
，
８
４
７
万
５
，

２
１
０
円
で
契
約
す
る
。

石
川
中
央
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
の
廃
止

国
に
よ
る
広
域
行
政
圏
計
画
策
定
要
網
、

財
政
措
置
の
廃
止
に
よ
り
、
石
川
中
央
広

域
市
町
村
圏
協
議
会
を
廃
止
す
る
。

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
き
同
意

小
堀
一
雄
氏
（
三
日
市
町
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
。

▼
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

・
天
皇
陛
下
を
政
治
的
目
的
に
利
用
し
な

い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

・
子
ど
も
手
当
の
全
額
国
庫
負
担
を
求
め

る
意
見
書

　
一
般
質
問

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
平
野
、
村
本
、
大
東
、
徳
野
、
岩
見
、
野
村
議
員
の
６
名
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
者
と
質
問
、
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

野
々
市
町
温
暖
化
対
策
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
野 

政
昭　
議
員

温
暖
化
と
異
常
気
象
の
関
係
は
、

科
学
的
に
は
十
分
証
明
さ
れ
て
い

な
い
が
、
多
く
の
気
象
観
測
事
例
か
ら
、

温
暖
化
が
豪
雨
や
干
ば
つ
、
台
風
な
ど
に

影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
動
植
物
の
生
息
域
が
高
緯
度
化
す

る
な
ど
、
温
暖
化
が
生
態
系
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
、
人
に
対
し

て
は
、
熱
波
、
病
原
菌
の
範
囲
拡
大
な
ど

Ｑ

の
影
響
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
温
暖
化
対

策
の
基
本
と
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
を
抑
制
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、

市
町
村
が
行
う
環
境
問
題
対
策
と
し
て
、

温
暖
化
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
１
．

で
き
る
こ
と
か
ら
無
理
な
く　

２
．
子
ど

も
の
頃
か
ら
習
慣
づ
け
る
た
め
の
環
境
教

育
を
大
切
に　

３
．
温
暖
化
対
策
条
例
を

制
定
す
る　

こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い



�

か
。
以
前
は
国
と
国
際
社
会
の
問
題
で

あ
っ
た
が
、
具
体
策
は
住
民
生
活
に
直
接

係
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
で
真
剣
に
受

け
止
め
る
べ
き
問
題
と
し
て
、
自
治
体
に

課
せ
ら
れ
た
政
策
課
題
に
対
し
て
独
自
の

対
策
や
理
念
を
上
乗
せ
し
、
町
固
有
の
温

暖
化
対
策
条
例
の
制
定
に
取
り
組
め
。

新
年
度
に
お
い
て
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
対
す

る
補
助
制
度
、
街
路
灯
の
補
助
に
は
環
境

負
荷
の
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
を
導
入
す

る
。
ま
た
公
共
施
設
な
ど
を
対
象
と
し
た

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
中
で

あ
る
。
こ
の
計
画
は
、
平
成
22
年
度
か
ら

Ａ

末
松
廃
寺　

再
整
備
と
新
し
い
展
示
館
建
設
を

村
本 

道
治　
議
員

手
取
川
扇
状
地
開
拓
の
歴
史
を

営
々
と
語
り
続
け
る
義
務
の
念
を

禁
じ
得
な
い
の
が
昨
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参
加
の
感
想
で
あ
る
。
末
松
廃
寺
に
代
表

さ
れ
る
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
継
続
し
、
大

切
な
資
産
で
あ
る
歴
史
の
発
信
を
継
続
し

て
は
と
思
う
。
郷
土
史
の
黎
明
を
飾
る
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
の
末
松
廃
寺
に
続
く
、
富

樫
氏
の
歴
史
も
極
め
て
重
要
で
は
な
い
か
。

　

県
立
大
学
周
辺
整
備
を
含
め
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
は
。
大
学
門
前
町
の
賑
わ
い
を

創
造
す
る
た
め
に
も
、
一
刻
も
早
く
四
十

万
・
中
林
線
未
整
備
区
間
の
整
備
計
画
を

た
て
よ
。

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
ふ
る
さ
と

歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
が
、
資

料
集
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
る
。
新
年
度
に
は
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
の
公
開
も
計
画
し

て
い
る
。
今
後
も
講
演
会
や
講
座
な
ど
の

開
催
を
含
め
、
貴
重
な
歴
史
遺
産
の
公
開

や
情
報
の
発
信
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

た
い
。
展
示
館
な
ど
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
し
た
史
跡
公
園
の
再
整
備
を
し
て
い
く

中
で
検
討
し
た
い
。
県
立
大
学
周
辺
整
備

に
つ
い
て
は
、
歴
史
や
景
観
の
保
全
と
い
っ

た
意
味
か
ら
、
整
備
す
べ
き
区
域
と
保
存

す
べ
き
区
域
を
分
け
、
研
究
開
発
ゾ
ー
ン

や
四
十
万
中
林
線
の
整
備
な
ど
を
計
画
し

て
い
き
た
い
。

国
際
友
好
親
善
協
会
の
更
な
る
活
動
を

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
今
後
の
展
望

は
。
特
に
教
育
国
際
交
流
事
業
で
あ

る
深
圳
小
学
と
の
経
緯
と
成
果
は
。
交
流

基
金
の
趣
旨
を
生
か
し
た
団
体
の
育
成
を

計
っ
て
は
。

主
な
事
業
内
容
は
、
ギ
ズ
ボ
ー
ン
市

と
の
交
流
、
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
留

学
生
の
受
け
入
れ
、
外
国
人
私
費
留
学
生

に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
助
成
、
各

種
関
係
団
体
と
の
国
際
交
流
事
業
の
開
催

な
ど
が
あ
る
。
深
圳
小
学
と
の
交
流
で
あ

る
が
、
昭
和
60
年
に
野
々
市
小
学
校
と
深

圳
小
学
で
友
好
校
関
係
を
結
ぶ
議
定
書
の

調
印
が
行
わ
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
両

学
校
間
で
訪
問
団
に
よ
る
相
互
交
流
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
交
流
に
よ
り
、
児

童
は
言
葉
や
文
化
が
違
っ
て
も
お
互
い
に

認
め
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
あ

れ
ば
分
か
り
あ
え
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
、

教
職
員
は
教
育
座
談
会
の
中
で
、
両
国
の

教
育
事
情
な
ど
諸
問
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
、
国
際
的
な
視
野
を
養
っ
て
い
る
。

Ｑ

Ａ

　

団
体
の
育
成
で
あ
る
が
、
地
方
公
共
団

体
同
士
の
交
流
は
、
通
常
に
お
い
て
業
務

上
の
つ
な
が
り
が
あ
る
が
、
真
の
国
内
外

交
流
は
、
本
来
民
間
主
体
で
あ
る
べ
き
と

考
え
る
。

平
成
22
年
度
予
算
に
つ
い
て

七
つ
の
予
算
の
中
で
最
も
重
要
と

思
わ
れ
る
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
前

年
比
��
％
増
加
し
、
町
政
史
上
最
大
規
模

と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。
政
権
交
代
に
よ

る
も
の
か
。

予
算
の
増
加
は
、
野
々
市
小
学
校
建

設
事
業
、
老
朽
化
し
た
文
化
会
館
大

規
模
改
修
事
業
、
国
の
政
策
に
よ
る
子
ど

も
手
当
支
給
事
業
に
係
る
予
算
な
ど
、
大

規
模
な
事
業
が
一
時
期
に
集
中
し
た
こ
と

が
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
厳
し
い
財
政
事

情
の
中
、
町
民
の
声
と
視
点
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
総
合
計
画
21
に
掲
げ
る
事
業
の

着
実
な
進
捗
を
図
り
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
、

情
報
化
お
よ
び
都
市
基
盤
整
備
な
ど
の
行

政
需
要
や
市
制
移
行
へ
の
対
応
な
ど
に
向

け
、
経
常
経
費
の
抑
制
と
事
業
の
選
択
と

重
要
化
を
行
う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

予
算
編
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
継
続

大
東 

和
美　
議
員

唯
一
予
防
で
き
る
が
ん
「
子
宮
頸

が
ん
」
を
、
検
診
と
予
防
ワ
ク
チ

ン
で
撲
滅
す
る
こ
と
を
推
奨
し
た
い
。
子

宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防

Ｑ Ａ

12
年
間
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
、
平

成
20
年
度
比
で
10
％
削
減
す
る
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
冷

暖
房
の
温
度
設
定
厳
守
、
不
必
要
な
照
明

器
具
の
消
灯
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
、
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
の
励
行
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
運
転
な
ど

で
あ
る
。
こ
の
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
町

が
率
先
し
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
住
民

や
事
業
所
な
ど
の
意
識
の
醸
成
を
図
り
た

い
。
本
町
の
条
例
制
定
や
地
球
温
暖
化
防

止
計
画
は
、
国
で
策
定
さ
れ
る
予
定
の
基

本
法
の
内
容
を
踏
ま
え
た
、
中
長
期
的
な

内
容
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

ＱＡ
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が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
接
種
費
用
は

一
回
１
万
円
以
上
と
高
額
で
あ
り
、
三

回
以
上
の
接
種
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
負
担
軽
減
の
た
め
の
公
費
助
成
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
子
宮
頸
が
ん
は
二
十

代
、
三
十
代
に
多
く
、
近
年
そ
の
数
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
子
宮
頸
が
ん
は
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
原
因
で
あ
る
が
、
90
％
以
上

は
自
然
に
排
除
さ
れ
る
た
め
、
発
が
ん
す

る
の
は
ご
く
一
部
で
あ
る
。
10
年
ほ
ど
か

け
て
発
が
ん
す
る
た
め
、
定
期
検
診
を
受

け
る
こ
と
で
早
期
に
発
見
で
き
る
。
し
か

し
、
自
覚
症
状
が
ま
っ
た
く
な
く
、
年
間

発
症
は
一
万
五
千
人
ほ
ど
で
、
そ
の
う
ち

二
千
五
百
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
や
っ
と
去
年
の

10
月
に
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
、
1�
月
か

ら
接
種
可
能
に
な
っ
た
。
今
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
、
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
。
こ
れ
ま
で
の
、
子

宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
の
受
診
状
況
の
比
較

と
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
状
況
で
あ

る
が
、
平
成
20
年
度
の
受
診
率
は

29
．
６
％
で
、
県
の
受
診
率
を
上
回
り
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
平
成
21
年

度
に
は
特
定
年
齢
の
方
に
女
性
が
ん
無
料

ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
た
こ
と
や
、
土
日
の

検
診
、
早
朝
検
診
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、

前
年
度
よ
り
受
診
者
数
が
約
２
．
４
倍
と

な
っ
た
。
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
度
の
受
診
率
は
26
．
１
％
で
、
こ

れ
も
県
の
受
診
率
を
上
回
っ
て
い
る
。
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
は

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、
引
き

続
き
子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
を
呼
び
掛

け
、
県
内
の
医
療
機
関
な
ら
ど
こ
で
も
子

宮
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
や
、
国
が
導
入
し
た
女
性
が
ん
無
料

ク
ー
ポ
ン
の
配
布
継
続
を
要
望
す
る
な

ど
、
子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
向

け
て
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

本
町
２
丁
目
再
開
発
に
つ
い
て

徳
野 

光
春　
議
員

本
町
２
丁
目
の
公
民
館
・
図
書
館

が
あ
る
場
所
に
、
１
階
に
店
舗
、

２
階
に
図
書
館
な
ど
の
行
政
施
設
を
町
で

建
築
す
る
と
い
う
案
は
い
か
が
か
。
全
国

各
地
で
、
民
間
が
所
有
し
て
い
る
商
店
街

は
思
う
よ
う
に
再
開
発
が
で
き
ず
、
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人

に
は
寿
命
が
あ
る
が
、
町
や
土
地
に
は
寿

命
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
税
収
を
当
て
込
む
訳
で
は
な
く
、
当

町
の
信
用
を
も
と
に
金
融
機
関
か
ら
資
金

を
借
り
入
れ
て
建
築
し
賃
貸
し
し
て
も
、

通
年
に
お
い
て
は
固
定
資
産
税
な
ど
の
負

担
が
な
い
分
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
で
赤
字

に
な
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
店
舗
運
営
を

民
間
に
委
託
す
れ
ば
、
民
業
圧
迫
に
は
な

ら
な
い
。
新
陳
代
謝
を
は
か
り
な
が
ら
、

に
ぎ
わ
い
を
作
り
続
け
る
こ
と
が
可
能
な

地
域
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
か
。

本
町
２
丁
目
の
再
開
発
は
、
現
在
整

備
し
て
い
る
本
町
通
り
と
隣
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
北
国
街
道
や
布
市

神
社
な
ど
と
の
一
体
的
な
開
発
計
画
が
必

要
だ
と
思
わ
れ
る
。
平
成
15
年
に
は
本
町

通
り
町
並
み
・
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
か
ら
、

旧
役
場
庁
舎
跡
地
な
ど
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
の
答
申
が
あ
り
、
地
元
の
意
見
や
本

町
通
り
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
事
業
の
内

容
も
踏
ま
え
、
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の
あ
る

土
地
利
用
や
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
財
政
面
を

考
慮
し
た
建
物
に
か
か
る
生
涯
コ
ス
ト
な

ど
の
検
討
も
行
い
、
町
中
居
住
を
推
進
し
、

旧
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

新
規
町
営
住
宅
建
設
に
つ
い
て

当
町
に
は
多
く
の
民
間
の
賃
貸
し

物
件
が
あ
り
、
多
く
の
空
き
家
情

報
が
あ
る
が
、
町
が
町
営
住
宅
を
建
築
す

る
理
由
を
説
明
せ
よ
。
土
地
、
建
築
物
へ

の
補
助
金
割
合
を
た
ず
ね
る
。

町
営
住
宅
は
公
営
住
宅
法
に
基
づ

き
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
健
康
で

文
化
的
な
生
活
を
営
む
に
足
り
る
住
宅
を

建
設
し
、
低
所
得
者
に
対
し
て
安
価
な
家

賃
で
賃
貸
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
の
安

定
と
社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
当
町
に
は
若
い
世
帯
が

多
い
の
で
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る

環
境
整
備
の
た
め
、
北
西
部
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
で
計
画
し
て
い
る
子
育
て
支

援
ゾ
ー
ン
計
画
地
内
に
、
子
育
て
支
援
型

の
町
営
住
宅
の
建
設
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
補
助
割
合
で
あ
る
が
、
国
土
交
通
省
住

宅
局
の
地
域
住
宅
交
付
金
補
助
制
度
よ

り
、
事
業
費
の
45
％
が
補
助
金
と
し
て
導

入
さ
れ
て
い
る
。

水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を

岩
見 　

博　
議
員

Ａ

Ｑ

Ａ

ＱＡ

知
事
が
県
水
道
料
金
を
１
㎥
あ
た

り
�0
円
引
き
下
げ
る
こ
と
を
明
言

し
た
。
た
だ
ち
に
町
の
水
道
料
金
の
引
き

下
げ
を
。
あ
わ
せ
て
、
責
任
水
量
制
の
撤

廃
を
県
に
求
め
る
と
と
も
に
、
失
業
や
倒

産
、
収
入
減
少
に
苦
し
む
世
帯
を
支
援
す

る
料
金
減
免
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
県
よ
り

単
価
引
き
下
げ
の
額
と
時
期
に
つ

い
て
明
確
な
連
絡
が
来
て
い
な
い
が
、
実

際
の
県
水
の
引
き
下
げ
額
、
実
施
時
期
を

見
極
め
対
応
し
た
い
。
責
任
水
量
に
つ
い

Ｑ

Ａ
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て
は
、
県
内
の
受
水
市
町
で
毎
年
県
に
対

し
て
責
任
水
量
の
引
き
下
げ
を
要
望
し
て

き
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
料
金
減
免
制
度
に
つ

い
て
は
、
企
業
の
健
全
経
営
を
原
点
と
し

て
水
道
料
金
を
設
定
し
て
お
り
、
減
免
は

考
え
て
い
な
い
。

生
活
保
護
申
請
の
窓
口
対
応
を
改
め
よ

生
活
保
護
申
請
の
意
思
が
明
ら
か

な
の
に
、
生
活
福
祉
資
金
を
借
り

る
よ
う
に
言
っ
て
申
請
を
受
け
付
け
な
い

の
は
、
申
請
権
を
侵
害
し
て
お
り
明
ら
か

に
法
律
違
反
。
た
だ
ち
に
こ
れ
を
改
め
、

命
を
つ
な
ぐ
最
後
の
砦
と
し
て
、
申
請
に

来
る
方
の
思
い
に
立
っ
た
対
応
を
求
め

る
。

当
町
に
生
活
保
護
決
定
権
は
な
い

が
、
窓
口
や
電
話
で
生
活
保
護
の

相
談
が
あ
る
場
合
は
、
相
談
者
の
生
活
状

況
の
聞
き
取
り
を
行
い
、
保
護
決
定
権
を

持
つ
石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
内

容
を
伝
え
、
セ
ン
タ
ー
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
申
請
に
関
す
る
必
要
書
類
の
説
明

や
、
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
調
査
日
時
の

調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。実
情
に
応
じ
、

緊
急
に
保
護
が
必
要
な
時
な
ど
は
、
役
場

窓
口
で
申
請
し
て
も
ら
う
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
保
護
費
支
給
ま
で
当
面
の
生
活
費

が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、
町
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
の
「
助
け
合
い
金
庫
」

や
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉
資

金
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

検
診
費
用
の
助
成
を

子
宮
頸
が
ん
は
、
原
因
が
わ
か
り
、

ワ
ク
チ
ン
で
が
ん
が
予
防
で
き
る

こ
と
か
ら
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
は
４
～

６
万
円
と
高
額
な
こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
検
診
費
用
の
助
成
を
求
め
る
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
助

成
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。
ワ
ク

チ
ン
が
昨
年
10
月
に
承
認
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
の
で
、
国
の
動
向
、
状
況
を
見
極
め
、

今
後
検
討
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

男
性
保
育
士
の
採
用
は

町
立
保
育
園
で
男
性
保
育
士
の
採

用
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
今

日
ま
で
の
男
性
保
育
士
の
応
募
と
採
用
状

況
、
今
後
の
対
応
は
。

平
成
22
年
度
職
員
採
用
候
補
者
試

験
で
、
保
育
士
職
に
４
人
の
男
性

の
応
募
が
あ
っ
た
が
、
全
員
不
合
格
で

あ
っ
た
。
現
在
町
立
保
育
園
に
男
性
保
育

士
は
い
な
い
が
、
今
後
の
職
員
採
用
に
お

い
て
も
、
男
女
の
区
別
な
く
募
集
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

ＱＡ

ＱＡＱＡ

野
々
市
町
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

野
村 　

満　
議
員

町
長
に
と
っ
て
一
期
目
の
仕
上
げ

の
予
算
と
な
っ
た
、
こ
の
３
年
間

を
振
り
返
り
、
大
き
く
ま
と
め
て
、
ど
う

だ
っ
た
か
。

こ
の
３
年
間
、
で
き
る
限
り
町
内

各
地
へ
出
か
け
、
町
政
ふ
れ
あ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
各
種
団
体
の
会
合
な
ど

を
通
し
て
、
で
き
る
だ
け
町
民
と
直
接
語

り
合
う
よ
う
努
め
て
き
た
。
施
策
面
に
お

い
て
は
、
こ
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
の
拡

充
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
新
幹
線
関
連

事
業
の
推
進
、
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ

る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び

活
性
化
に
関
す
る
条
例
や
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
の
制
定
な
ど
、
中
小
企
業
の
育

成
支
援
策
に
努
め
て
き
た
。
教
育
施
設
面

で
は
、
菅
原
小
学
校
の
地
震
補
強
・
大
規

模
改
造
、
野
々
市
小
学
校
の
全
面
改
築
工

事
な
ど
、
着
実
に
懸
案
事
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

新
年
度
予
算
で
は
税
の
減
収
が
大

き
い
が
、
税
の
増
収
を
見
込
む
事

業
は
ど
れ
な
の
か
。
ま
た
、
事
業
効
果
を

勘
案
し
て
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、
費

用
対
効
果
だ
け
で
判
断
す
る
の
か
。

税
収
は
落
ち
込
ん
だ
が
、
国
が
疲

弊
す
る
地
方
財
政
の
立
て
直
し
に

配
慮
し
て
、
地
方
交
付
税
の
大
幅
増
額

を
行
っ
た
結
果
、
普
通
交
付
税
と
臨
時
財

政
対
策
債
を
合
わ
せ
た
実
質
交
付
税
で
、

22
．
３
％
の
増
と
な
っ
た
。
行
政
は
費
用

対
効
果
だ
け
を
考
え
て
行
う
も
の
で
は
な

く
、
町
民
の
声
と
視
点
を
大
切
に
し
、
町

民
が
幸
せ
で
安
全
、
安
心
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
心
が
け
る
こ
と
が

重
要
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

今
次
総
合
計
画
を
一
年
間
延
伸
し

た
が
、
す
る
べ
き
事
業
の
一
年
分

を
二
カ
年
に
分
け
て
ゆ
っ
く
り
と
行
う
こ

と
に
し
た
の
か
。

総
合
計
画
21
は
当
町
の
最
上
位
計

画
と
し
て
策
定
さ
れ
、「
の
の
い

ち
“
市
”
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
最
も

重
要
な
政
策
と
し
て
設
定
し
て
お
り
、
市

制
施
行
こ
そ
が
達
成
目
標
で
あ
る
。
今
年

10
月
の
国
勢
調
査
に
よ
り
５
万
人
達
成
が

確
認
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
総
合
計
画

21
に
示
す
政
策
を
実
現
し
、
政
策
的
な
視

点
か
ら
次
期
総
合
計
画
を
市
制
施
行
に
あ

わ
せ
た
新
市
の
第
一
次
総
合
計
画
と
し
て

策
定
す
る
こ
と
が
最
善
で
あ
る
と
の
考
え

か
ら
、
計
画
期
間
を
１
年
間
延
長
し
た
。

延
長
し
た
１
年
で
政
策
の
実
現
を
目
指
し

て
施
策
、
事
務
事
業
を
執
行
し
た
い
。

ＱＡＱＡ

ＱＡ
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　石川県市制条例に、「住民の担税力その他市としての財政力が他の市に比して
劣らないと見込まれること」と規定されています。
　担税力とは「税金を負担する力」であるとされています。
　住民一人当たりの担税力を「地方税の額÷人口（単位：円）」として県内他市と比較してみると、以下
の表のとおり、本町の担税力は他市と比較しても遜色のない状況であることがわかります。
　また、財政力を「財政力指数」（数値が大きいほど自主財源が多いことになります）で比較すると、県
内 10 市のうち最も大きい指数となり、他の市に劣らないと見込まれます。
　このことから、この要件については、充足しているものといえます。

１
，
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

３
月
入
札
分

■
本
町
通
り
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
　
道
路

改
良
工
事
　
第
２
工
区

予
定
価
格
　
２
，
８
９
８
万
円

落
札
価
格
　
２
，
７
３
０
万
円

落
札
者
　
㈱
野
々
市
工
建

■
平
成
��
年
度
三
日
市
Ａ
遺
跡
ほ
か
発
掘
調
査
空
中
写

真
測
量
図
化
・
グ
リ
ッ
ド
測
量
委
託

予
定
価
格
　
１
，
１
５
５
万
円

落
札
価
格
　
１
，
０
３
８
万
４
千
５
百
円

落
札
者
　
㈱
太
陽
測
地
社

■
御
園
小
学
校
屋
内
運
動
場

地
震
補
強
等
工
事
（
電
気
設
備
工
事
）

予
定
価
格
　
１
，
４
０
７
万
円

落
札
価
格
　
１
，
２
９
１
万
５
千
円

落
札
者
　
柴
電
気
工
事
㈱

■
平
成
��
年
度
三
日
市
Ａ
遺
跡
ほ
か
発
掘
調
査
重
機
等

賃
借

予
定
価
格
　
１
，
３
４
４
万
円

落
札
価
格
　
１
、１
５
５
万
８
千
４
百
円

落
札
者
　
㈱
升
方
工
務
店

３
月
16
日
～
４
月
15
日

■
３
月

16
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

17
日
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

19
日
　
定
例
会
（
討
論
・
採
決
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

24
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
議
長
協
議
会

　
　
　
県
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
組
合
議
会

26
日
　
白
山
石
川
広
域
事
務
組
合
議
会

　
　
　
羽
咋
市
議
会
議
員
視
察
来
庁

29
日
　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
白
山
石
川
医
療
企
業
団
議
会

30
日
　
手
取
川
水
防
事
務
組
合
議
会

　
議
会
活
動

　
入
札
結
果

市制の要件　担税力と財政力

金沢市 七尾市 小松市 輪島市 珠洲市 加賀市 羽咋市 かほく市 白山市 能美市 野々市町
担税力 168,977 138,482 148,849 85,154 91,080 124,163 114,778 104,744 142,339 146,927 131,834
財政力指数 0.76 0.49 0.69 0.26 0.25 0.58 0.45 0.51 0.62 0.65 0.85

（担税力および財政力指数は、総務省統計局「統計でみる市区町村のすがた2009」を参考）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
町
福
祉
基
金
へ

▽
椿
経
友
会
様
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

２
万
円

　
ご
寄
付

　
平
成
21
年
度
中
に
お
け
る
情
報
公
開
条
例
お
よ

び
個
人
情
報
保
護
条
例
に
係
る
開
示
請
求
の
状
況

は
、
町
立
小
中
学
校
関
係
２
件
（
全
部
開
示
１
件
、

部
分
開
示
１
件
）、保
育
園
関
係
１
件（
部
分
開
示
）、

入
札
関
係
１
件
（
全
部
開
示
）、道
路
関
係
１
件
（
部

分
開
示
）
お
よ
び
介
護
認
定
調
査
関
係
５
件
（
全

部
開
示
４
件
、
部
分
開
示
１
件
）、
採
用
試
験
関
係

１
件（
部
分
開
示
）で
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
企
画
課
　
☎
２
２
７
・
６
０
２
７

情
報
公
開
条
例
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
状
況
の
公
表
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健 康 通 信
　
今
年
度
も
健
康
診
断
が
始
ま
り
ま

す
。
健
診
の
お
知
ら
せ
が
届
い
た
と
い

う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
「
自
分
は
健

康
で
あ
る
」
と
何
で
判
断
し
て
い
ま
す

か
？

　
健
康
を
過
信
し
て
い
ま
せ
ん
か

　「
自
分
は
健
康
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
は
自
覚
症
状
だ
け
で
は
判
断
で
き
ま

せ
ん
。
自
覚
症
状
が
出
た
と
き
に
は
、

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な

ど
健
康
障
害
の
段
階
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
「
健
康
か
ど

う
か
」
を
確
認
で
き
る

基
準
の
一
つ
と
し
て
健

診
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　
健
診
で
は
、
血
圧
測

定
、
体
重
や
腹
囲
測
定
、

血
液
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。（
健
診

の
検
査
項
目
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
各
保
険

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
健
診
で
予
測
す
る
身
体
の
状
態

　
血
液
検
査
か
ら
は
、
血
糖
値
・
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
（
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
）
や
尿
酸
値
な
ど
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
血
液
中
に
多
い
と

血
管
の
内
側
の
膜
（
内
膜
）
を
傷
つ
け

動
脈
硬
化
に
つ
な
が
り
ま
す
（
図
参

照
）。

　
ま
た
、
体
重
や
腹
囲
測
定
か
ら
、
内

臓
脂
肪
の
状
態
が
予
測
で
き
ま
す
。
内

臓
脂
肪
か
ら
、
血
管
の
内
膜
の
修
復
を

妨
げ
る
物
質
な
ど
が
出
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
異
常
値
を

放
っ
て
お
く
こ
と
や
、
重
な
る
こ
と
で

さ
ら
に
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
動
脈
硬
化
の
段
階

で
は
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
か
け
が
え
の
な
い
健
康
を
守
る

　「
健
康
か
ど
う
か
」
を
判
断
す
る
た

め
に
、
ま
ず
は
健
診
を
受
け
、
結
果
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
異
常
値
が
出
て
い

る
場
合
は
、
生
活
改
善
や
治
療
を
受
け

る
こ
と
で
正
常
値
に
近
づ
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
一
人
ひ
と
り
の

健
診
結
果
を
も
と
に
、
改
善
に
向
け
て

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
健

康
相
談
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
か
け
が
え
の
な
い
健
康
を
守
る
た
め

に
も
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

健
診
結
果
で
自
分
の

　
健
康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

血管壁

尿　酸
（7.1）mg/dl
（針の結晶）

内臓脂肪（腹囲）
男性 85㎝以上
女性 90㎝以上

血管の修復を
妨げる物質

血管の内膜
を傷つける

傷つく

傷つく

血管を変化
させる

異
物
だ
食
べ
よ
う

動脈硬化

（　）内の数値は受診の必要がある値です。これらの異常な数値が軽度でも、
いくつか重なることで、さらに血管が傷み、動脈硬化が進んでしまいます。

傷ついた内膜から
しみ込む

しみ込む

糖化

くっつく

＝

血栓血栓をとかしに
くくする物質

高血圧
（140/90）mmHg

内膜 中膜 外膜

LDLコレステロール
（140）mg/dl

血　糖
（HbA1c 6.1%）

酸化LDL
糖化LDL マクロファージ

血管壁が厚くなると
血液の流れが悪くなり
つまる

食べすぎてブ
クブクの泡の
ようにふくれ
あがって死ぬ

問い合わせ
◆保健センター
☎ 248・3511

図　動脈硬化のしくみ

今月から「健康通信」と「地域の底力〜高齢者の安心をみんなで守ろう〜」を隔月で連載します。
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期待を胸に歩み出す
町内小中学校入学式

　４月７日㈬、町内の小中学校において入学式が行われ、小学
校484人、中学校446人の児童・生徒が新たに学校生活の第一
歩を踏み出しました。
　館野小学校では、76人の新一年生が元気よく体育館に入場
し、橋本校長が「友だちをたくさん作りましょう。おはなしを
しっかり聞きましょう。しっかりあいさつができる子になりま
しょう」と言葉をかけました。

カメラあちこち
まちの話題、あんなこと、こんなこと。

　桜の花が咲く前の４月初め、町内２つの大学の新入生の
姿で町内は華やぎます。今年は、金沢工業大学 2,131 人、
石川県立大学では 181 人の学部・大学院の新入生を迎え

マップづくりの打ち合せをする「ののいち探検隊＠里まち
ガイド」の会員

↓４月８日㈭の県立大出張窓口。昨年より盛況でした

県立大生も「野々市人」に
先輩のマップづくりと新入生の住民登録

←緊張した様子の新入生。精一杯背筋を伸ばしていました。

県立大生がつくった
生活ガイド「ののいち
サバイバルマップ」。
これからもっと進化
するそうです！

ました。そのほとんどが町外の学生であることから、両大学とも生活ガイダンスを積極的に行っています。
　県立大学では、３月に町内出身の４年生を中心に、学内サークル「ののいち探検隊＠里まちガイド」を結
成し、ガイドマップを作成しました。生活するためすぐに必要な店や金融機関の情報、迷いやすい交差点の
情報のほかに、公共施設やまつりなど町の情報も掲載。このマップは４月５日㈪の入学式後、新入生に配布
されました。
　また、町と大学が協力して新入生の住民登録を進める出張窓口を２大学あわせて延べ５日間開設しました。
その結果、県立大学では 20人、金沢工業大学では 319人が住民登録を行い、名実ともに野々市町民になり
ました。

→

→



11

目指せ！自転車マナー日本一
自転車りんりんマナーＵＰキャンペーン

　４月９日㈮、今年も春の全国交通安全運動期間にあわせ自
転車の安全利用を呼びかけるキャンペーンが行われました。
今年は盗難防止も呼びかけるため、防犯協会も加わり、交通
安全協会や警察など約130人が参加し、町内２つの中学校、
野々市明倫高校、金沢工業大学の４カ所で啓発を行いました。
　このうち野々市中学校前では、「自転車気ぃつけて乗ってね」
と声をかけると、「ちゃんとルール守っとるよ」と返す生徒も
いて、これまでの活動の成果が見られたようでした。キャン
ペーンに先立ち情報交流館カメリアで出発式も行われました。

もったいない自転車をリサイクル
放置自転車の再生利用事業

　町内の公共の場所に放置された自転車をリサイクルする事業
が４月から始まりました。所有権が町に移った放置自転車のう
ちリサイクル可能なものを、協定を結んだ町内の自転車販売店
に無償で譲渡し、整備・点検後、平均５～６千円で販売します。
環境に優しく、町内の美化にもつながり、物を大切にする心も育
てる取り組みです。取り扱いは以下の４店舗。　■サイクルセン
ターおがわ自転車（本町２）　■村田サイクルショップ（本町３）
■ヴェローズ（粟田２）　■サイクルピア・シンボ（押野５）

これが最後の落書き
堀内保育園の閉園セレモニー

　３月28日㈰、堀内保育園に園児と保護者、最後の卒園者
や園に関わってきた地域住民が集り、閉園セレモニーが行わ
れました。この日、昭和45年の「隣保館保育園」の開園か
ら40年続いた「町立堀内保育園」の歴史に幕を閉じました。
　式では、園児が育てた花の種を風船に結び、園庭から一斉
に飛ばしました。風船は名残を惜しむようにゆっくり舞い上
がり、空はひと時、風船で埋め尽くされました。また、大人
も子どもも一緒になって、思い出深い園舎の窓や壁に「あり
がとう」などの最後のメッセージを書き残しました。

ショッピングセンターでの火災も大丈夫
春季火災防ぎょ訓練

　春の火災予防運動週間に合わせて３月21日㈰、ジャスコ
野々市南店で、火災防ぎょ訓練が行われました。訓練は、食
品館の調理場から出火したとの想定で、従業員による119番
通報、客の避難誘導に始まり、町消防団や消防署、上林自警
団の消防ポンプ車などによる放水を行いました。訓練終了後、
清水消防団長が「今回は、営業中の店舗で実施できたため、
より実践的な訓練ができた。今後も、その場に応じた柔軟な
対応で臨んでほしい」と講評しました。

←整備すれば、まだまだ使える自転車。もったいない！
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みんなのひろば
掲載ご希望の方は…広報情報課（☎227-6056）

かめりあのゆめ
ほりうち保育園

かがやくひとみ

広
告
欄

ほりうち保育園の園歌です。水音清く風さわやか
な堀内の地に、住民の深い想いと、理解・協力

のもと、社会福祉法人ほりうち保育園が誕生しました。
新園舎での入園式では年長児かめりあ組の園児の歌声
が響き渡りました。
　園章は○と△と□が折り重なってできた、誰でも描
ける形。何に見えますか？『平和のハト』『ロケット』
『人』『堀内の内？』……。『丸くても三角でも四角く
ても皆違っていていいんだよ』違うもの同士が融合し
てできた“かたち”が大地の赤と大空の青、自然の緑
に囲まれた姿が園旗です。
　ほりうちっこは元気いっぱい。降り注ぐ光で輝く園
舎の中を走り回っています。かめりあのゆめが歩き出
しました。

自分の足でさあ立とう
自分の手でそらつかもう
目と目をあわせ胸はって
耳をすましてよくきこう
水音清く　風うけて
歌声高く　手をつなごう
どんどこどんどこどんどこ
どんどこ　あるこう
かめりあのゆめ

園旗
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ぼ
く
の

夢

わ
た
し
の

夢

オススメの本

松田　彩雅さん
御園小学校３年

ピアニストになりたい

髙　　優希くん
御園小学校６年

サッカー選手になりたい

町立図書館
野々市町本町2-14-6（☎ 248-8099）

開館時間　10：00～ 19：00

　　　　　（土日は17：00まで）　

休 館 日　毎週月・祝日

● 子ども向け

● 今月のおはなし会

図書館お役立ち情報：お出かけのついでに図書館に立ち寄ったが、利用者カードがない…。大丈夫です。カウンターにご相談ください。

と　き　5月
がつ

22 日
にち

㈯

　　　　11：00から

ところ　児
じ

童
どう

図
と

書
しょ

コーナー

楽
たの

しいうたが 36曲
きょく

のっています。

おじいちゃんおばあちゃんの好
す

きなう

た、パパ・ママに教
おそ

わったうた、きみ

の得
とく

意
い

なうた、みんなで歌
うた

合
がっ

戦
せん

してみ

よう。
● 今月の展示図書

テーマ　『読書が結ぶ家族のきずな』
　　　　　（県子ども読書月間にちなんで）

※このテーマに限り、展示図書はすべて貸出
　できます

『こころをむすぶ　うたのえほん』
あべ　ななえ／絵　　ハッピーオウル社

● 大人向け

80 歳以上の女性の８割は配偶者がい
ないという。誰でもシングルになる可
能性がある。それならば知っておきた
い、老後の住まい、お金、介護に人付
き合い。大切なのは、若い頃からの心
構え。

『おひとりさまの老後』
上野　千鶴子／著　　法研

楽しい絵本や
紙芝居の

読み聞かせです。
誰でも自由に参加
できます。

お子さんの図書館デビューを応援する楽しい催しです。
日時　5 月 8 日㈯　11：00 から　　場所　町立図書館　児童図書コーナー
内容　利用者登録の仕方や、図書館の利用方法を紙芝居や絵本を見ながら説明
　　　します。
対象　幼児（5 歳くらいから、保護者同伴）、低学年児童　
※  利用者登録の際に、氏名、住所、電話番号、生年月日、保護者名の記入が必要

です。これらの内容を記したメモをご用意いただくと手続きがスムーズです

はじめまして図書館　おはなし会
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リレー方式で町民の方々を紹介しています

子どもたちへ
　　　よく遊び、よく学べ

田村　純子さん／堀内
【左から勇さん、哲也くん、峻也くん】

野々市町で暮らしてどうですか？
結婚して野々市に住み始めたので、１３年目になりま
す。新しいお店がどんどん増えていますね。子どもが
通う野々市小学校の校舎も新しくなるので、楽しみに
しています。
広報についてのご意見は？
去年の地区運動会の写真に私が写っていてびっくり
しました。どこで撮られているか分かりませんね。町
民体育館の利用申込方法などが載ってると、もっと気
軽に利用できるのにな、と思います。
自分の性格を一言であらわすと？
一言でむずかしいです。明るい…かな？
趣味はなんですか？
お菓子を作ることです。家族みんなが甘いもの好きな
ので、すごく喜んでもらえます。それを見るのが幸せ
ですね。子どもたちの誕生日にはリクエストに答える
ことも。ジャンボモンブランが一番の大作でした。
目標やチャレンジしてみたいことは？
家族で一緒に旅行に行きたいですね。沖縄の美ら海水
族館とか。子どもたちには、山登りやスキーなどいろ
んなことを経験させたいです。

“いきいき”
　　ののいち人

48

Topics
５月は消費者月間です
　消費生活相談窓口は身近な味方です。町には４月から専門の消費
生活相談員を配置しました。契約・解約に関するトラブルや、身に
覚えのない請求などの消費生活の相談をお受けしています。
消費生活相談専用電話：☎ 227 － 6054（環境安全課）
日時：月～金（祝日・年末年始除く）８：30 ～ 17：15
　　　10：00 ～ 16：00 は相談員がお受けします。

お気軽にご相談ください

守ろうよ、みんなを！～なくそう！高齢者の消費者被害～
　全国的に高齢者の消費者トラブルが増えています。まわりの人たちの見守りで防ぎましょう。
 高齢者を狙う悪質商法
　悪質業者は、高齢者の孤独感や不安感に付け込んで勧誘します。悪質商法被害にあう高齢者の特徴として、
次のことがあげられます。
■ 昼間、家に一人でいることが多く、訪問販売などの被害にあいやすい。
■ 人を信じやすく、優しい言葉や親切な態度にだまされやすい。
■ 強く勧められると断れないことが多い。
■ 健康や家の耐久性など、日ごろの不安に付け込まれやすい。
■ 誰とも相談せずに契約し、だまされたことに気づきにくい。
■ 被害に気づいても、自分の責任を感じて人に相談できない。
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晏あ

ん

吾ご

直
樹

香
織
）
二
日
市
町

辻
口
　
果か

歩ほ

智
将

智
恵
子
）
扇
が
丘

鹿
野
　
心み

音お
ん

淳
吾

美
都
）
二
日
市
町

今
井
　
若わ

か

菜な

隆

み
ど
り
）
御
経
塚
１

小
林
　
舞ま

い

香か

弘
武

瑞
穂
）
郷
　
町

小
川
　
真ま

帆ほ

佳
明

早
代
）
白
山
町

德
田
　
心み

春は
る

哲
生

百
合
）
二
日
市
町

渡
邉
　
佑ゆ

う

希き

大
輔

恵
美
）
二
日
市
町

任
田
　
龍

り
ゅ
う

阿あ

龍
也

玲
美
）
粟
田
１

松
田
　
琉

り
ゅ
う

斗と

慶
介

菜
穂
子
）
下
林
４

端
　
く
る
み

慎
之
介

ひ
と
み
）
押
野
５

花
輪
　
　
葵

あ
お
い

潤
一

枝
未
子
）
押
野
１

畠
山
　
美み

夢む

晃
臣

祐
子
）
本
町
２

中
谷
　
真ま

さ

幸ゆ
き

裕
章

幸
子
）
若
松
町

倉
知
　
優ゆ

う

凪な
ぎ

瑞
樹

佳
世
）
粟
田
２

面
　
友ゆ

理り

奈な

和
成恵
）
三
　
納

内
山
　
結ゆ

う

菜な

尚

香
菜
恵
）
粟
田
３

升
　
　
小こ

華は
る

裕
行

文
子
）
粟
田
６

う
ぶ
ご
え

子
の
名

親
の
名

住
　
所

伊
東
　
靖
記
　
三
日
市
町

福
田
　
郁
子
　
東
京
都
）
三
日
市
町

榮
田
　
　
亮
　
押
野
３

米
村
　
　
歩
　
押
野
３
）
押
野
３

鍵
村
　
昌
彦
　
滋
賀
県

安
原
　
広
美
　
白
山
市
）
上
林
４

澤
村
　
直
毅
　
三
　
納

久
保
　
恵
美
　
三
　
納
）
三
　
納

森
下
　
　
健
　
輪
島
市

大
鋸
谷
尚
子
　
金
沢
市
）
太
平
寺
１

新
庄
　
健
治
　
二
日
市
１

安
根
　
麻
衣
　
二
日
市
１
）
二
日
市
１

前
川
　
　
智
　
能
美
市

髙
土
ゆ
か
り
　
二
日
市
町
）
二
日
市
町

助
光
　
　
優
　
押
野
４

安
井
佑
希
野
　
白
山
市
）
押
野
４

滝
本
　
大
輔
　
太
平
寺
１

西
村
　
有
加
　
金
沢
市
）
太
平
寺
１

日
詰
　
伸
英
　
内
灘
町

中
野
加
奈
子
　
蓮
花
寺
町
）
下
林
３

田
中
　
　
聖
　
住
吉
町

澤
　
由
賀
子
　
白
山
市
）
住
吉
町

吉
光
　
雅
志
　
太
平
寺
２

本
江
　
　
文
　
白
山
市
）
太
平
寺
２

中
川
　
慎
也
　
三
　
納

小
島
　
依
子
　
三
　
納
）
三
　
納

平
井
　
力
弥
　
下
林
４

中
野
　
優
子
　
本
町
２
）
下
林
４

宮
川
　
由
也
　
横
宮
町

大
熊
　
飛
鳥
　
横
宮
町
）
横
宮
町

埴
生
　
哲
郎
　
御
経
塚
１

堀
　
　
良
江
　
川
北
町
）
御
経
塚
１

平
子
　
拓
哉
　
粟
田
３

山
﨑
美
穂
子
　
粟
田
３
）
粟
田
３

池
上
　
森
彦
　
若
松
町

石
尾
　
恵
美
　
若
松
町
）
若
松
町

南
　
　
剛
志
　
高
橋
町

上
田
　
淳
子
　
高
橋
町
）
高
橋
町

綿
川
　
大
輔
　
本
町
２

粟
田
　
梨
詠
　
金
沢
市
）
本
町
２

氏
　
名

前
住
所

住
　
所

た
か
さ
ご

成
田
　
武
文
　
粟
田
５

金
谷
由
嘉
理
　
粟
田
５
）
粟
田
５

安
久
　
　
登
　
富
山
県

松
島
　
久
恵
　
矢
作
３
）
矢
作
３

越
村
　
金
二	

本
町
２	

80
歳

髙
尾
　
愛
子	

住
吉
町	

97
歳

魚
住
　
正
元	

新
庄
５	

82
歳

木
戸
　
節
子	

本
町
３	

82
歳

相
川
利
津
子	

粟
田
１	

61
歳

北
村
ふ
じ
子	

稲
荷
３	

74
歳

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

お
く
や
み

南
　
　
賢
秀
　
押
野
７

谷
山
　
智
美
　
押
野
７
）
押
野
７

田
上
　
智
章
　
太
平
寺
２

井
山
菜
穂
子
　
太
平
寺
２
）
太
平
寺
２

村
内
　
直
哉
　
本
町
４

穴
倉
　
聖
子
　
本
町
４
）
本
町
４

杉
浦
　
将
之
　
上
林
４

小
野
襟
礼
奈
　
上
林
４
）
上
林
４

越
山
　
浩
二
　
金
沢
市

山
田
　
美
鈴
　
粟
田
２
）
粟
田
２

大
河
内
康
智
　
押
野
７

平
木
　
智
子
　
押
野
７
）
押
野
７

戸籍の窓
H22.3.16 〜 H22.4.15 受付分

■３月末現在の人口
（　）は前月比

　人　口	 46,216 人	（＋ 161）

　　男	 23,312 人	（＋ 122）

　　女	 22,904 人	（＋ 39）

　世帯数	 19,504 世帯	（＋ 225）

■３月中の人の動き
　転　入	 741 人

　転　出	 626 人

　出　生	 65 人

　死　亡	 19 人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

個人情報保護のため本人・ご家族の希望
があったものを掲載しています



※環境保護のため、古紙配合率100％再生紙、大豆インク
　を使用しています。

野々市町　　（毎月１回発行）
〒921-8510 石川県石川郡野々市町字三納18街区１番
TEL（076）227－6000 （代表）

広報情報課　　　 TEL（076）227－6056 （直通）
ホームページアドレス　http://www.town.nonoichi.lg.jp/
Ｅメールアドレス　　　 info@town.nonoichi.lg.jp

発 行 編 集

ののいちふれあい通信
8:00～　8:30
18:00～18:30
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あ
り
が
と
う

  

堀
内
保
育
園

　 

ぼ
く
た
ち
の
夢
、

　
　 

高
く
高
く
舞
い
上
が
れ
!

■ スーパーサイエンスキッズ誕生… ２
■ 議会だより ……………………… 3
■ トピックス　消費生活相談員 ……10

主な内容

堀内保育園の閉園セレモニー
（３月２８日、堀内３丁目）

　江戸時代の野々市は、金沢城下町近郊の農村地帯として発達していました。村々

の周りには田畑が広がり、そこで作られる耕作物のほとんどは米でしたが、ウリや

ナスなどの季節野菜もつくられていました。

　ウリは甘味をもった菓
か

子
し

のようなものや漬
つけ

物
もの

用などがあり、ナスとともに加賀藩

に納めたり、周辺の町や村へ販売していました。

　また、金沢城下では多くの灯
あかり

油
あぶら

を消費するため、その近隣地にあたる野々市周

辺では、菜
な

種
たね

油
あぶら

の栽培にも力をいれていました。5月ごろに収穫された菜種は、棒

で叩
たた

くなどをして種を落とし、これらの種は水車の力を利用して挽
ひ

かれ、油をしぼ

りとりました。

　昔の野々市の春は、菜の花畑が広がり、川には水車の音が響くのどかな風景で

あったようです。

江戸時代の産物

↑三日市町に咲く菜の花群。江戸時代にはこのような風景があちこち
で見られたことでしょう。ぼくたちもたくさん

作られていたんだね。

　
町
政
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
「
何
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
困
る
」
と
の
町
民
か
ら

の
ご
意
見
。
デ
ジ
タ
ル
が
幅

を
き
か
す
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

ア
ナ
ロ
グ
的
な
広
報
紙
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
す
。
町
や
人

の
温
み
を
感
じ
る
話
題
を
探

し
て
、
担
当
３
人
で
走
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　（
桝
谷
）

　
今
年
度
の
異
動
に
よ
り
広

報
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
初
め

て
１
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
手
に

し
た
と
き
は
新
鮮
な
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
な

か
な
か
満
足
が
い
く
シ
ョ
ッ

ト
が
と
れ
ず
カ
メ
ラ
の
難
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
少
し
ず

つ
良
い
シ
ョ
ッ
ト
が
撮
れ
る

よ
う
に
こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。
　
　
　
　（
中
山
）

　
背
中
を
追
い
か
け
て
き
た

先
輩
が
卒
業
し
、
今
月
号
か

ら
本
編
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ぴ
か
ぴ
か
の

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
子

ど
も
た
ち
を
見
な
が
ら
、
自

分
も
新
入
生
の
気
分
で
撮
影
・

原
稿
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

明
日
は
、
き
っ
と
、
で
き
る

と
信
じ
て
。
　
　
　
　（
瀧
澤
）

編
集
後
記




